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構成

１．環境認識

２．２０１７年３⽉期 第２四半期（上期）の実績

３．２０１７年３⽉期 通期の⾒通し
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１．環境認識
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普通倉庫２１社統計 ⼊庫⾼
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普通倉庫２１社統計 出庫⾼
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普通倉庫２１社統計 保管残⾼
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特積貨物輸送トン数
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コンテナ取扱本数（京浜港）輸出⼊合計
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データ出典 ： 東京都港湾局 港湾統計 、 横浜市港湾局 横浜港の統計 7



コンテナ取扱本数（京浜港）前年同⽉⽐
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国際航空貨物取扱量 輸出⼊合計
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国際航空貨物取扱量 前年同⽉⽐
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オフィス空室率
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オフィス募集賃料相場（円／坪）

¥24,000

¥18,000

¥21,000

¥12,000

¥15,000

¥6 000

¥9,000

,

¥3,000

¥6,000

14年12月 15年3月 15年6月 15年9月 15年12月 16年3月 16年6月 16年9月

東京ビジネス地区 ¥16,953 ¥17,195 ¥17,401 ¥17,594 ¥17,692 ¥17,973 ¥18,179 ¥18,336

横浜ビジネス地区 ¥10,422 ¥10,415 ¥10,491 ¥10,519 ¥10,565 ¥10,649 ¥10,731 ¥10,809

¥0

データ出典 ： 三鬼商事株式会社 市況・データ情報 12



２．２０１７年３⽉期 第２四半期（上期）の実績
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当社業績

前年同期対比 連結 前年同期比

前期上期 今期上期 増減額 増減率

単位：百万円

前期上期 今期上期 増減額 増減率

営 業 収 益 １９，３３６ １９，８０９ ４７２ ２．４%

営 業 利 益 ９６８ １，１６１ １９３ １９．９%

経 常 利 益経 常 利 益 １，１３６ １，４１４ ２７８ ２４．５%

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

５７９ ９２９ ３５０ ６０．５%

営 業 収 益 営 業 利 益 率 ５．０ ５．９% ０．９pt －

四 半 期 純 利 益 ／ 株 （ 円 ） １９．０９ ３０．６４ １１．５５ ６０．５%

期初予想対比 連結 期初予想比期初予想対比 連結 期初予想比

今期上期
期初予想

今期上期
実績

増減額 増減率

営 業 収 益 １９ ９００ １９ ８０９ ▲９１ ▲０ ５%営 業 収 益 １９，９００ １９，８０９ ▲９１ ▲０．５%

営 業 利 益 ８４０ １，１６１ ３２１ ３８．２%

経 常 利 益 １，０８０ １，４１４ ３３４ ３０．９%

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 四 半 期 純 利 益

７００ ９２９ ２２９ ３２．７%
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営業収益の主な変動要因

単位：百万円物流事業

ﾒﾃﾞｨｶﾙ物流ﾕﾆｯﾄ
東京物流ｾﾝﾀｰの

取引拡大等

19,336

19,809
取引拡大等
＋４２０

,

物流事業
海外現地法人

不動産事業
再開発に伴う
顧客の退去や

物流事業

大型設備輸送等海 法
為替変動の影響等

▲１００

工事受注の減少等
▲１９０

の国際貨物取扱
の増加
＋３４０

2016年3⽉期 2017年3⽉期2016年3⽉期
上期実績

2017年3⽉期
上期実績
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営業利益の主な変動要因

取引拡大による

作業料や国際貨物
取扱料の増加等

単位：百万円

1,161取扱料の増加等
＋２４５

968 ﾒﾃﾞｨｶﾙ物流ﾕﾆｯﾄ

東京物流ｾﾝﾀｰの
保管料の増加等

＋２８０

再開発に伴う
賃貸料減少等

減価償却費等の
費用増加
▲１１０

賃貸料減少等
▲１５０

租税公課等の
費用増加
▲７５

2016年3⽉期 2017年3⽉期2016年3⽉期
上期実績

2017年3⽉期
上期実績
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営業収益推移百万円

業績推移

17 390 1 383
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セグメント別営業収益

動産事業
内部取引

単位：百万円
（）内は構成比

不動産事業 内部取引
不動産事業
２，７１９
（13.9%）

内部取引
消去▲２２８

不動産事業
２，５０３
（12.5%）

消去▲２０２

物流事業
１６，８４５
（86.1%）

営業収益
１９，３３６

物流事業
１７，５０８
（87.5%）

営業収益
１９，８０９

（86.1%）

平成28年3月期… 分類 2 29 292016年3⽉期 2017年3⽉期平成28年3月期 分類 2 29 292016年3⽉期
上期実績

2017年3⽉期
上期実績
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セグメント別営業利益

単位：百万円

不動産事業
７３８

（ ）不動産事業
８８９

（48.3%）

（35.9%）

物流事業

物流事業
９５１

（51.7%）

１，３１７
（64.1%）

平成28年3月期 292016年3⽉期 2017年3⽉期
第2四半期累計

2016年3⽉期
上期実績

2017年3⽉期
上期実績
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営業収益科⽬別対⽐表物流事業

単位：百万円

保管料

前期上期 今期上期

倉庫作業料

前期上期 今期上期

3 676 3 717
2,852 3,141 3,676 3,717

メディカル物流ユニット東京物流
センターの取引拡⼤などにより前期⽐
増収

キッティングの受注拡⼤や既存顧客の
取引拡⼤などにより前期⽐増収

増収
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営業収益科⽬別対⽐表物流事業

単位：百万円

陸運料

前期上期 今期上期

国際貨物取扱料

前期上期 今期上期

5,545 5,525

3,098 3,338

引越の減少などにより前期⽐減収 ⼤型設備輸送の取扱増加などにより前期
⽐増収
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営業収益科⽬別対⽐表物流事業

単位：百万円

物流賃貸料

前期上期 今期上期

その他（物流）

前期上期 今期上期

855 790 811 988

計上科⽬の変更や契約終了の影響などに
より前期⽐減収

メディカル物流ユニット東京物流
センターの取引拡⼤や物流施設⼯事の
受託により前期⽐増収受託により前期⽐増収
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施設⾯積推移物流事業

所有 賃借
㎡

500,000 431千㎡
（130千坪）

438千㎡
（132千坪）
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437千㎡
（132千坪）

458千㎡
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㎡

112千㎡
96千㎡ 100千㎡ 95千㎡
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300 000
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300,000
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200,000

0
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物流事業 トピックス －１－

九州営業所の建設着⼯
◆名 称：安⽥倉庫株式会社 九州営業所

◆所 在：福岡県三井郡⼤⼑洗町◆所 在：福岡県三井郡⼤⼑洗町

◆敷地⾯積：約５，０００坪

◆延床⾯積：約５，５００坪

◆主要構造：鉄⾻造◆主要構造：鉄⾻造

◆階 数：地上２階

◆スケジュール：
・平成２８年８⽉着⼯
・平成２９年６⽉竣⼯（予定）平成２９年６⽉竣⼯（予定）

（イメージ図）
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物流事業 トピックス －２－

中国（上海）に倉庫増築
（１）所在 上海市⻘浦区⻘浦⼯業園区
（２）敷地⾯積 約１１，５５０坪

１号倉庫 ２号倉庫
（３）延床⾯積 約２，８５０坪 約７，８５０坪
（４）主要構造 鉄⾻造 鉄筋コンクリート造
（５）階数 １階、⼀部２階（事務所） ３階

（６）スケジュール 平成２８年８⽉着⼯
平成２９年１⽉竣⼯（予定）

平成２９年５⽉着⼯（予定）
平成３０年３⽉竣⼯（予定）

（１号倉庫イメージ図） （２号倉庫イメージ図） 25



物流事業 トピックス －３－

共同配送サービス「Yʼs LINER」
従来より提供している共同配送サービスを
「Yʼs LINER（ワイズライナー）」として
ブランド展開を開始

グル プの運送事業統合グループの運送事業統合
ワイズ・プラスワン（旧⾼⽊⼯業物流）の運送事業を分割し、安⽥運輸ワイズ プラスワン（旧⾼⽊⼯業物流）の運送事業を分割し、安⽥運輸
の運送事業と統合。両社のノウハウを集約させることで、より⼀層付加
価値の⾼いサービスの提供を図る価値の⾼いサービスの提供を図る。

26



物流事業 トピックス －４－

１．新規取引の開始

（１）イベント企画会社への賃貸 ・・・⼤阪営業所（１）イベント企画会社への賃貸 ⼤阪営業所

（２）通信販売⽤の⾐類の保管／配送業務 ・・・中国上海

２．既存取引の拡⼤

（１）医薬品の保管業務 ・・・メディカル物流ユニット（１）医薬品の保管業務 ・・・メディカル物流ユニット
東京物流センター

（２）医療機器の保管／配送業務 ・・・平和島営業所（ ）医療機器の保管／配送業務 平和島営業所

（３）電⼦タバコの検品／加⼯業務 ・・・守屋町営業所

（４）飲料⽤容器の保管／配送業務 茨⽊営業所（４）飲料⽤容器の保管／配送業務 ・・・茨⽊営業所

（５）⾷品の保管／輸出業務 ・・・⼤⿊営業所

（６）⼤型設備の国際輸送業務 ・・・国際輸送センター
27



営業収益科⽬別対⽐表不動産事業

単位：百万円

不動産賃貸料

前期上期 今期上期

その他（不動産）

前期上期 今期上期

1,944 1,793
552 513

再開発に伴う顧客の退去などにより前
期⽐減収

⼤型⼯事の受注減少などにより前期⽐
減収
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トピックス －１－不動産事業

ＴＶＰビル取得
◆所 在 : 横浜市神奈川区守屋町

（当社守屋町営業所に隣接）（当社守屋町営業所に隣接）

◆敷地⾯積 : 約１，７００坪

◆⽤ 途 : 賃貸⽤事務所、駐⾞場

◆構 造 : 鉄筋コンクリート造陸屋根
３階建

◆延床⾯積 : 約２，３７０坪 （建物外観）
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連結財政状態
総資産 純資産 負債

47 274 47 725

単位：百万円■総資産 ■純資産 ■負債

107,994 107,726

47,274 47,725

0 ,99

60,720

（56.0%）

107,726

60,000

（55.5%）

分類 1 分類 2 分類 3 分類 4前期末
（2016年3⽉31⽇）

今期上期
（2016年9⽉30⽇）（2016年3⽉31⽇） （2016年9⽉30⽇）

主な要因

総資産：有形固定資産の増加（ＴＶＰビル取得他：３ ０５２百万円）総資産：有形固定資産の増加（ＴＶＰビル取得他：３，０５２百万円）
投資有価証券の時価評価減少（▲１，６２２百万円）
減価償却費（▲１，１９８百万円）

負 債：⻑期借⼊⾦の増加（１ ０４３百万円）負 債：⻑期借⼊⾦の増加（１，０４３百万円）

純資産：有価証券評価差額⾦の減少（▲１，１２８百万円） 30



設備投資・借⼊⾦

前期 期 今期 期 増減額
今期通期

単位：百万円

前期上期 今期上期 増減額
今期通期
（予想）

設 備 投 資 額 １，７３４ ３，０８５ １，３５１ ６，２５３

主 な 投 資 案 件 ・ＴＶＰビル取得
・九州営業所関連 など

減 価 償 却 費 １，０８９ １，１９８ １０９ ２，４７７

期末借入金残高 ２３，５９９ ２６，２２９ ２，６３０ ２７，３１０
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３．２０１７年３⽉期 通期の⾒通し
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連結業績予想

38,445 38,704
40,30042,000 3,500

営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益営業収益
単位：百万円 単位：百万円

32,000

37,000

2,298
1,953 2,000

2,565
2,448 2,450

1 636
2,100

2,800

22 000

27,000

1,636
1,394
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前期⽐
増減額 増減率

営 業 収 益 1,596 4.1%

前期⽐
増減額 増減率

営 業 利 益 47 2.4%

◆通期業績予想は据え置き（平成28年5⽉11⽇公表）

経 常 利 益 2 0.1%
当 期 純 利 益 216 15.4%

◆通期業績予想は据え置き（平成28年5⽉11⽇公表）
・メディカル分野やＩＴ機器取扱分野における取引の拡⼤や⼤型設備

輸送案件の獲得により営業収益、営業利益ともに通期予想達成を⾒込む 33



重点施策

九州営業所開設に向けた営業活動の推進九州営業所開設に向けた営業活動の推進

配送ネットワークの拡⼤

メディカル物流の拡⼤

（MBU東京物流センター、九州営業所の活⽤）

ＩＴキ テ ングの拡⼤ＩＴキッティングの拡⼤

⼤型設備輸送案件の獲得⼤型設備輸送案件の獲得

上海⻘浦倉庫開設と早期安定稼動の実現
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配当政策

＜配当⽅針＞

安定配当を基本としつつ、利益⽔準等を勘案して決定

2013年３⽉期 年間配当14円 （連結配当性向26.6%)

安定配当を基本としつつ、利益⽔準等を勘案して決定

2014年３⽉期 年間配当14円 （同27.2%)
2015年３⽉期 年間配当14円 （同26.0%)
2016年３⽉期 年間配当14円 （同30.5%)
2017年３⽉期 配当⽔準維持予定年 期 配 準維持予定

年間配当14円予定
（中 当 末 当 ）（中間配当：7円、期末配当：7円）
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むすび

お客様を支える存在になる為に

「中期経営計画２０１８」
お客様のビジネスをサポートする

グローバルな物流会社

課題解決にスピーディーに応える
ソリューション提案型営業の徹底

お客様に潜在するロジスティクス・お客様に潜在するロジスティクス
ニーズをいち早くキャッチ

「品質」と「⽣産性」の向上
36



当資料は、投資判断の参考となる情報の提供を唯一の目的としたもので、投資勧誘を
目的として作成したものではありません。目 作成 も あり 。
当資料は、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を
保証するものではなく、リスクと不確実性を内包するものであります。将来の業績は、
経営環境等の変化に伴い、目標や計画に対し変化し得ることにご留意下さい。
投資を行う際には、必ず弊社が作成する有価証券報告書等をご覧いただいた上で、
投資家ご自身の判断で行うようお願いいたします。


